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１．2027年３月期第１四半期の連結業績（2026年４月１日～2026年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 35,767 6.1 2,404 246.0 3,355 555.7 2,013 △43.1

2026年３月期第１四半期 33,711 △4.7 694 173.0 511 3.0 3,538 －

(注)包括利益 2027年３月期第１四半期 2,188 百万円 ( △32.9％) 2026年３月期第１四半期 3,262 百万円 ( 182.7％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期第１四半期 12 94 －

2026年３月期第１四半期 22 74 －

(参考) 持分法投資損益 2027年3月期第1四半期 1,201百万円 2026年3月期第1四半期 560百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2027年３月期第１四半期 246,780 △112,872 △49.9 △790 98

2026年３月期 246,648 △115,014 △50.8 △805 08

(参考) 自己資本 2027年３月期第１四半期 △123,106百万円 2026年３月期 △125,301百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 ― ― ― 0 00 0 00

2027年３月期 ―

2027年３月期(予想) ― ― 0 00 0 00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

2027年３月期の連結業績予想につきましては、不確定な要素があるため、現段階では合理的な予想値の算定を行う

ことは困難であると判断し、未定としております。業績予想の開示が可能となった時点で速やかに公表いたします。

【添付資料】４ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 (４) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」

も併せてご参照ください。



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 ― 社 (社名) 、 除外 1 社 (社名)：シージーエスター株式会社

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2027年３月期１Ｑ 156,279,375株 2026年３月期 156,279,375株

② 期末自己株式数 2027年３月期１Ｑ 642,271株 2026年３月期 641,417株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2027年３月期１Ｑ 155,637,498株 2026年３月期１Ｑ 155,641,464株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際

の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

なお、業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、【添付資料】４ペ

ージ「１．当四半期決算に関する定性的情報 (４) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くだ

さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における経済環境は、雇用・所得環境の改善やＡＩ・半導体需要に牽引された設備

投資の持ち直しにより、緩やかな回復を維持しました。一方で、中東情勢の緊迫化に伴う原料・エネルギー価格

の高騰・供給不安の影響が続いたほか、金融資本市場の動向等により、景気の先行きは引き続き不透明な状況と

なりました。

このような状況のもと当社グループにおきましては、2024年２月に公表した「2023～2027年度中期計画 ～業

績改善のための計画～」に沿って収益の安定化と拡大に向けた地盤固めを実現すべく、各種費用の最適化に継続

して努めるとともに、①成長事業への投資、②ガバナンス／モニタリングの更なる強化、を骨子とした施策に取

り組み、不織布事業における国内外の生産体制の適正化、液晶事業における子会社出資持分の譲渡と譲渡先への

出資等により、安定的な収益基盤の構築に注力しております。

当第１四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高は35,767百万円（前年同四半期比6.1％増）、営

業利益は2,404百万円（前年同四半期比246.0％増）、経常利益は3,355百万円（前年同四半期比555.7％増）とな

りました。特別損失に水俣病補償損失573百万円等の合計601百万円を計上し、親会社株主に帰属する四半期純利

益は2,013百万円（前年同四半期比43.1％減）となりました。

高機能材料事業

液晶材料は、台湾の顧客を中心にＩＴ向け高付加価値品の出荷が堅調に推移しましたが、顧客における生産調

整の影響を一部で受けたほか、前期に実施した当社グループの中国液晶生産子会社の持分譲渡により中国国内の

販売が縮小し、売上は減少しました。

シリコン製品は、コンタクトレンズ用途が堅調に推移したほか、放熱材用途でもＡＩ関連需要の拡大を背景に

出荷が好調となり、売上は増加しました。

当セグメントの売上高は2,914百万円（前年同四半期比21.0％減）となりました。

アグリ・ライフイノベーション事業

肥料は、中東情勢の緊迫化に伴う供給不安から値上がりを見越した先取り需要が発生し、化成肥料及び被覆肥

料が大幅に出荷増となったことから、売上は増加しました。

ライフケミカル製品は、主力の液体クロマトグラフィー用充填剤について、定期修理後の生産再開が順調に進

んだほか、各製品で出荷が堅調に推移し、売上は増加しました。

繊維製品は、国内では原綿が大人用紙おむつ、ペット向け製品、フェミニンケア製品の各用途で引き続き堅調

に推移しました。また、中東情勢の緊迫化を背景とした生活必需品需要の前倒しや、各種コストの上昇に対応し

た価格改定の効果により、売上は増加しました。

当セグメントの売上高は17,624百万円（前年同四半期比28.2％増）となりました。

ケミカルマテリアル事業

ケミカルマテリアル事業では、中東情勢の緊迫化に伴う原料ナフサ価格の急騰及び生産コストの上昇を受け、

各製品において価格改定を行いましたが、オキソアルコールでは、大型定期修理の実施による生産・出荷減が影

響し、売上は減少しました。可塑剤も同様に大型定期修理を実施し、生産・出荷が減少したものの、価格改定効

果が早期に表れたことから、売上は増加しました。

ポリプロピレン及びポリエチレンでは、中東情勢の緊迫化による原材料の調達不安やサプライチェーンの混乱

の影響を受けて販売調整を行ったことから、出荷は減少しました。

当セグメントの売上高は9,304百万円（前年同四半期比2.9％減）となりました。

商事事業

商事事業は、ポリプロピレンでは、供給元における大型定期修理や中東情勢の緊迫化を背景とした出荷調整の

影響を受け、販売数量が減少しましたが、原料価格高騰に伴う価格改定により、売上は増加しました。

当セグメントの売上高は3,236百万円（前年同四半期比29.4％増）となりました。



チッソ株式会社 2027年３月期 第１四半期決算短信

－ 3 －

グリーンエネルギー事業

グリーンエネルギー事業は、水力発電所の安定運転に取り組み、降水量に恵まれたことから発電量は前年同期

並みとなったほか、売電先を一部見直したことも加わり、売上は増加しました。

当セグメントの売上高は2,009百万円（前年同四半期比5.6％増）となりました。

エンジニアリング事業

エンジニアリング事業は、新規の受注が増加したほか、手持案件の工事は順調に進捗したものの、大型案件の

工事が完工した前期に比較して売上は減少しました。

当セグメントの売上高は677百万円（前年同四半期比70.4％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

当第１四半期連結会計期間末の資産は、前連結会計年度末と比べ132百万円増加し、246,780百万円となりまし

た。これは主に、投資その他の資産の増加816百万円によるものです。

当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末と比べ2,008百万円減少し、359,653百万円となりまし

た。これは主に、未払金の減少1,182百万円、支払手形及び買掛金の減少830百万円によるものです。

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末と比べ2,141百万円増加し、△112,872百万円となり

ました。これは主に、利益剰余金の増加2,013百万円によるものです。

（３）継続企業の前提に関する重要事象等

当社グループは、これまでの水俣病関連累積損失に加え、2010年度より発生しております水俣病被害者救済一時金

等による支払いが多額にのぼるため、当第１四半期連結会計期間末の連結利益剰余金は△151,453百万円となる結果、

大幅な債務超過となっており、当該状況が会社の運営継続に支障を来たさないための措置として、平成12年２月８日

閣議了解に基づき、国、熊本県及び関係金融機関から種々の支援措置を講じていただいております。

国・熊本県からは、水俣病関連の公的債務返済につきましては、可能な範囲で返済を行い得るよう、各年度、所要

の支払猶予等を講じていただいております。また、特措法（平成21年法律第81号）及びその救済措置の方針による水

俣病被害者救済一時金の支払い額が75,601百万円と大幅に増加し、既往公的債務の償還に加えて同支払い債務の償還

によって、償還合計額が増加する状況となったため、関係省庁による「チッソ株式会社に対する支援措置に関する連

絡会議」において、2018年度以降の金融支援措置及び債務償還に関する申し合わせがなされ、2018年３月26日に、金

融支援措置の継続並びに解決一時金債務の償還にかかる決定及び救済一時金債務について2019年度以降、当面の間、

支払猶予とする決定を受けております。関係金融機関からは、現在当社に対し行われている貸付元本及び求償債権の

返済猶予等の継続及びこれに係る利息等の免除並びに今後の当社及び子会社の運営継続に直接必要な資金融資を受け

ております。

また、当社グループの早期の収益回復と持続的な経営を実現させるため2021年３月に策定した、「2020～2024年度

中期計画～業績改善のための計画～」における３つの骨子、１．構造改革による業績改善、２．ＦＩＴ化推進による

電力事業の収益拡大、３．ガバナンス／モニタリング強化、を着実に実行した結果、赤字事業は減少し、業績も改善

傾向となりました。

しかしながら一方で、当社グループの責務完遂を果たすためには、引き続き早期の業績回復が必須であることか

ら、2024年２月に「2023～2027年度中期計画～業績改善のための計画～」を策定しました。当該計画では、１．成長

事業への投資、２．ガバナンス／モニタリングの更なる強化、を骨子に据え、収益の安定化と拡大に向けた地盤固め

の実現に取り組んでおります。成長事業への投資では、将来の成長・基幹事業となる分野を特定し重点的な投資を行

っております。ガバナンス／モニタリングの更なる強化では、不織布事業の構造改革やその他赤字事業の黒字化戦略

を推進することにより、安定的な企業価値の向上を目指してまいります。

当社グループではこれまでに、戦略的拡大事業として位置付けるライフケミカル・シリコンにおいて、抗体医薬等

の製造で評価されている液体クロマトグラフィー用充填剤「セルファイン」、放熱材・コンタクトレンズで使用され

る「サイラプレーン」の設備増強を実施しました。この他、不織布事業の構造改革として、中国の不織布製造子会社

を譲渡したほか、国内製造設備を停止するなど、一刻も早い事業の黒字化に取り組んでおります。
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また、基幹事業として位置付ける液晶事業では、中国LCD市場における国産化の進展を踏まえ、安定的な収益と需

要拡大が見込まれる日台韓向けのＩＴ・車載分野に経営資源を重点配分すべく、中国液晶子会社を譲渡し、生産拠点

の見直しを完了しております。

引き続き、役員報酬をはじめとした各種費用の削減を継続し当該計画の着実な遂行に努め、収益の安定化と拡大に

向けた地盤固めの実現に注力してまいります。

以上により、継続企業の前提に重要な不確実性は認められないと判断しております。

（４）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2027年３月期の業績予想につきましては、当社グループは「2023～2027年度中期計画～業績改善のための計画

～」への取り組みの中途であり、今後の進捗によっては、業績に影響を与える可能性があります。また、混迷が続

く中東情勢の影響による原材料価格の高止まりや資材調達不安、エネルギーコストの上昇など懸念材料が多く、当

社グループを取り巻く経営環境の見通しが極めて不透明な状況かつ不確定な要素も多いことから、現段階では合理

的な予想値を算定することが困難であると判断し、未定としております。業績予想の開示が可能となった時点で速

やかに公表いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 35,064 34,895

受取手形、売掛金及び契約資産 35,641 34,377

棚卸資産 37,964 38,682

未収入金 11,495 10,072

その他 4,158 5,021

貸倒引当金 △26 △41

流動資産合計 124,298 123,007

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 39,122 38,878

機械装置及び運搬具（純額） 23,326 23,174

土地 20,029 20,030

リース資産（純額） 207 217

建設仮勘定 2,400 3,461

その他（純額） 962 949

有形固定資産合計 86,049 86,712

無形固定資産

ソフトウエア 1,075 1,015

その他 208 211

無形固定資産合計 1,284 1,226

投資その他の資産

投資有価証券 16,003 16,783

関係会社出資金 6,438 6,226

長期未収入金 719 719

長期貸付金 2,001 2,001

繰延税金資産 1,556 1,525

その他 8,452 8,734

貸倒引当金 △156 △158

投資その他の資産合計 35,016 35,833

固定資産合計 122,349 123,773

資産合計 246,648 246,780
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 26,557 25,727

短期借入金 41,756 41,163

リース債務 56 61

未払法人税等 1,271 1,049

未払費用 1,611 2,011

未払金 18,473 17,290

賞与引当金 1,061 1,914

製品保証引当金 19 18

その他 1,308 624

流動負債合計 92,115 89,862

固定負債

社債 300 300

長期借入金 219,281 219,469

リース債務 164 171

繰延税金負債 1,001 1,105

再評価に係る繰延税金負債 3,420 3,420

退職給付に係る負債 11,064 11,083

長期未払金 31,411 31,077

長期預り金 226 267

修繕引当金 1,504 1,724

環境対策引当金 42 42

訴訟損失引当金 471 471

資産除去債務 582 581

その他 74 75

固定負債合計 269,547 269,791

負債合計 361,662 359,653

純資産の部

株主資本

資本金 7,813 7,813

資本剰余金 763 758

利益剰余金 △153,466 △151,453

自己株式 △22 △22

株主資本合計 △144,911 △142,903

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,285 1,426

土地再評価差額金 6,971 6,971

為替換算調整勘定 9,445 9,636

退職給付に係る調整累計額 1,907 1,763

その他の包括利益累計額合計 19,609 19,796

非支配株主持分 10,287 10,233

純資産合計 △115,014 △112,872

負債純資産合計 246,648 246,780
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

売上高 33,711 35,767

売上原価 27,389 27,510

売上総利益 6,322 8,256

販売費及び一般管理費 5,627 5,851

営業利益 694 2,404

営業外収益

受取利息 29 41

受取配当金 26 65

持分法による投資利益 560 1,201

為替差益 - 67

その他 46 107

営業外収益合計 662 1,484

営業外費用

支払利息 393 438

為替差損 363 -

その他 89 95

営業外費用合計 845 534

経常利益 511 3,355

特別利益

事業譲渡益 4,209 -

投資有価証券売却益 107 -

特別利益合計 4,316 -

特別損失

水俣病補償損失 574 573

減損損失 - 28

環境対策引当金繰入額 40 -

特別損失合計 615 601

税金等調整前四半期純利益 4,212 2,753

法人税、住民税及び事業税 972 664

法人税等調整額 △140 83

法人税等合計 832 748

四半期純利益 3,380 2,005

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △157 △8

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,538 2,013
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

四半期純利益 3,380 2,005

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △8 141

為替換算調整勘定 137 328

退職給付に係る調整額 △97 △148

持分法適用会社に対する持分相当額 △150 △137

その他の包括利益合計 △118 183

四半期包括利益 3,262 2,188

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,418 2,200

非支配株主に係る四半期包括利益 △156 △12
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

高機能材
料事業

アグリ・
ライフイ
ノベーシ
ョン事業

ケミカル
マテリア
ル事業

商事事業
グリーン
エネルギ
ー事業

エンジニ
アリング
事業

計

売上高

日本 169 11,366 8,171 2,025 1,902 2,285 25,921 - 25,921

アジア 3,328 1,734 946 432 - 4 6,446 - 6,446

その他 190 643 467 42 - - 1,343 - 1,343

顧客との契約から生
じる収益

3,688 13,744 9,584 2,500 1,902 2,290 33,711 - 33,711

その他収益 - - - - - - - - -

外部顧客への売上高 3,688 13,744 9,584 2,500 1,902 2,290 33,711 - 33,711

セグメント間の内部
売上高又は振替高

553 126 1,157 1,626 - 186 3,650 △3,650 -

計 4,241 13,871 10,742 4,126 1,902 2,476 37,361 △3,650 33,711

セグメント利益又は
損失

269 △627 △282 225 1,213 231 1,029 △517 511

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△517百万円は、報告セグメントに帰属しない全社費用等△513百万円、セ

グメント間取引消去等△3百万円であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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当第１四半期連結累計期間(自 2026年４月１日 至 2026年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

高機能材
料事業

アグリ・
ライフイ
ノベーシ
ョン事業

ケミカル
マテリア
ル事業

商事事業
グリーン
エネルギ
ー事業

エンジ
ニアリン
グ事業

計

売上高

日本 147 14,467 8,390 2,851 2,009 675 28,542 - 28,542

アジア 2,613 2,134 465 358 - 2 5,574 - 5,574

その他 153 1,022 448 25 - - 1,650 - 1,650

顧客との契約から生
じる収益

2,914 17,624 9,304 3,236 2,009 677 35,767 - 35,767

その他収益 - - - - - - - - -

外部顧客への売上高 2,914 17,624 9,304 3,236 2,009 677 35,767 - 35,767

セグメント間の内部
売上高又は振替高

442 133 826 598 - 389 2,391 △2,391 -

計 3,357 17,757 10,131 3,835 2,009 1,067 38,158 △2,391 35,767

セグメント利益又は損
失

504 247 1,732 312 1,153 △3 3,946 △591 3,355

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△591百万円は、報告セグメントに帰属しない全社費用等△549百万円、セ

グメント間取引消去等△41百万円であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントの変更等に関する事項

前第２四半期連結会計期間より、関係会社の再編に伴う管理区分の見直しを行った結果、従来「アグリ・ライフ

イノベーション事業」に含まれていた「JNC開発㈱」を「商事事業」に変更しております。

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法及び測定方法により作成した

ものを記載しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

減価償却費 1,668百万円 1,464百万円
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（追加情報）

水俣病被害者への一時金の支払について

当社は、「水俣病被害者の救済及び水俣病問題の解決に関する特別措置法」（平成21年法律第81号）及び「水俣病

被害者の救済及び水俣病問題の解決に関する特別措置法の救済措置の方針」（平成22年４月16日閣議決定）に基づき、

指定支給法人である一般財団法人水俣病被害者救済支援財団へ業務を委託し、2010年10月１日より水俣病被害者の

方々への一時金の支払いを行っております。今後、引き続き一時金の支払いが見込まれますが、現時点では具体的な

金額については不明です。

なお、一時金の支払については「地域再生・振興及び調査研究等に係る施策並びに一時金支払に係るチッソ株式会

社に対する支援措置」（平成22年4月16日閣議了解）に基づき当社に対する支援措置を講じていただいております。

（重要な後発事象）

令和8年熊本地震による影響について

2026年７月28日に発生した令和８年熊本地震による当社グループへの影響については、現在調査中であります。現

時点において、当該地震による当連結会計年度の業績への影響は重要ではないものと見込んでおりますが、被害状況

等の確認を継続しているため、その影響額については引き続き精査中であります。


